
専１

　ある都道府県以外にある分校を含む｡）の調査票は，本校で取りまとめ，校長から提出する。
１．本校と分校の（正規の手続を完了したもの。）は，別々に調査票を作成する。分校（本校の

学校調査票（専修学校）（２－１）

課

程

別

学校コード

6

高等課程入学者の

うち令和6年3月中

学校・義務教育学

校卒業者及び中等

教育学校(前期課

程)修了者

専門課程入学者の

うち令和6年3月高

等学校及び中等教

育学校（後期課

程）卒業者
高等課程

うち通信制

兼務者

１
２
３

番号

高等専門

２

(フリガナ)

学 校 名

個 人 立

４．「高度専門士課程」欄には，該当する課程・学科に「1」を記入する。
　別にとる｡（手引きの説明をよく読むこと。）

５．学科の設置の届出をしているが，５月１日現在在籍生徒がいない場合は，その学科の「生徒数」

専修学校

分　　校

準学校法人立

取扱者

氏 名

一般課程 大　　学
学校

高等課程 専門課程

９
「７」の専門課程入学者のうち
大学等卒業者数（再掲）

短期大学

学科

学科

0

0

0

2

0

3

学科

学科

計

学

科

の

昼

夜

別
月

学科

9

1

学科

学科

実際に認可を受

け又は届出をし

ている学科の名

称を記入する。

学科

学科

学科

学科

学科

（休職者を除く）

卒 業 者 数 （ 令 和 ５ 年 度 間 ）

入学定員（令和６年度） 春期の入学者数
計

関係分野に就職した者 その他の分野に就職した者

計のうち就職者数（再掲）
生 徒 数

（再掲）
計

計のうち春期

学科の昼夜別

女

単
位
制
・
通
信
制 女女

春期の入学 （５月１日までに退学した者を除く。）

女 男

35
36

報

告

者

「７」の「課程別」と「学科の昼夜別」と「単位制・通信制」の番号

番号

１
２
３

　単位制（通信制除く）
　通　　　信　　　制
　そ　　　の　　　他

単位制・通信制

32
33

２分校

４本校分校別

34

１本校

校 長

氏 名

専門課程(本務者のみ)

男

財 団 法 人 立

その他の法人立

該当する項の番号

を記入する。

一般課程

兼務者

（休職者を除く）

0

0

0

0

0

0

高

度

専

門

士

課

程

6

3 1 1

0

0

0

3 4 0 0

0

01

0 5

2

3 0

0 4

9

4 0

0

計

3

0

8

3 1 0

※

1 5 0

9

1 3

0 7

3

0

3

3

学科

学科

男 女

学科

3

うち通信制 うち通信制

学　科　名

0

1

※

2

学科番号

00

0 3

2

2 0

計

女

男

男

女

別

99

3

3

3

3

3

3

3

1

８

男

職員数

「７」の入学者のうち
新規卒業者数（再掲）

※

都道府
県番号

令和６年度　学　校　基　本　調　査

―令和６年５月１日現在―

1 0 1 0

年

修業
年限

３　設　置　者　別

社 団 法 人 立

所在地
の市町
村番号

2

　あっても，昼間と夜間の別あるいは修業年限の別があるときは，別の学科として取扱い，欄も
学 校 法 人 立31

志 願 者 数
男

２．数字は，　　　の中に一字ずつ，右側につめて記入する。
３．「学科名」は，実際に認可を受け又は届出をしているもの（従って，学則に記載されている

兼務者

　もの｡）を，｢課程別」に応じて，該当する欄の空白に記入する。この場合，同一種類の学科で

５　教　　　員　　　数

11 国立

21 公立

課程別

６

秘

該当する項の番
号を記入する。

〒　　　　　(市区郡)　　　　　(町村)　　　　　　(番地)

本務者(休職者を含む。) 本務者(休職者を含む。) 本務者(休職者を含む。)

　　　　　　　電話　(　　　　(　　　)　　　　　　　)

（休職者を除く）

統計法に基づく基幹統計調査

（ 様 式 第 14 号 ）

１

学 校 の

所 在 地

0

文　部　科　学　省

７ 課 程 別 ・ 学 科 別 の 修 業 年 限 ， 生 徒 数 ， 入 学 状 況 及 び 卒 業 者 数

入 学 状 況

　の「男」「女」に　　　と記入する。

６．「入学状況」の「春期」とは，入学時期が令和６年４月１日から同年５月１日までの間のも
　のをいう。

７．「計」欄があるところは，必ず検算をする。

１
２
３

番号

高等課程
専門課程
一般課程

昼　間
夜　間
その他

「７」の入学者のうち就業
している者の数（再掲）

10

統計法に基づく

国の統計調査で

す。調査票情報

の秘密の保護に

万全を期します。

Ｎ

見本



23 歳 平成12年５月２日～平成13年５月１日 33 歳 平成２年５月２日～平成３年５月１日

文　部　科　学　省

22 歳 平成13年５月２日～平成14年５月１日 32 歳 平成３年５月２日～平成４年５月１日 65歳以上  昭和34年５月１日以前
21 歳 平成14年５月２日～平成15年５月１日 31 歳 平成４年５月２日～平成５年５月１日 60～64歳 昭和34年５月２日～昭和39年５月１日
20 歳 平成15年５月２日～平成16年５月１日 30 歳 平成５年５月２日～平成６年５月１日 55～59歳 昭和39年５月２日～昭和44年５月１日
19 歳 平成16年５月２日～平成17年５月１日 29 歳 平成６年５月２日～平成７年５月１日 50～54歳 昭和44年５月２日～昭和49年５月１日
18 歳 平成17年５月２日～平成18年５月１日 28 歳 平成７年５月２日～平成８年５月１日 45～ 49歳 昭和49年５月２日～昭和54年５月１日
17 歳 平成18年５月２日～平成19年５月１日 27 歳 平成８年５月２日～平成９年５月１日 40～ 44歳 昭和54年５月２日～昭和59年５月１日
16 歳 平成19年５月２日～平成20年５月１日 26 歳 平成９年５月２日～平成10年５月１日 36～39歳 昭和59年５月２日～昭和63年５月１日
15 歳 平成20年５月２日～平成21年５月１日 25 歳 平成10年５月２日～平成11年５月１日 35 歳 昭和63年５月２日～平成元年５月１日
14歳以下 平成21年５月２日以降 24 歳 平成11年５月２日～平成12年５月１日 34 歳 平成元年５月２日～平成２年５月１日

年齢区分 生年月日の範囲 年齢区分 生年月日の範囲 年齢区分 生年月日の範囲

１　年齢区分は，専門課程の場合，年齢別入学者数の「17歳」は「17歳以下」とし，年齢別卒業者数の「18歳」は「18歳以下」とする

年 齢 早 見 表
（令和６年５月１日現在）

5 0 6 0
女

5 0 5 0
うち

高度専門士
課程

男

5 0 4 0
女

5 0 3 0
専門課程

男

5 0 2 0
女

5 0 1 0

60～
64歳

65歳
以上

年齢
不詳

計

12　年齢別卒業者数
（7の再掲）

(注)令和6年5月1日現在の年齢とす
る

高等課程

男

35歳
36～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

29歳 30歳 31歳 32歳 33歳 34歳23歳 24歳 25歳 26歳 27歳 28歳年齢区分
15歳
以下

16歳 17歳
18歳

（以下）
19歳 20歳 21歳 22歳

4 0 6 0
女

4 0 5 0
うち

高度専門士
課程

男

4 0 4 0
女

専門課程

男
4 0 3 0

4 0 2 0
女

4 0 1 0

年齢
不詳

計

11　年齢別入学者数
（7の再掲）

(注)令和6年5月1日現在の年齢とす
る

高等課程

男

40～
44歳
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49歳
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59歳
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64歳
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34歳

35～
39歳
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取扱者

氏 名 氏 名

年齢区分
14歳
以下

15歳 16歳
17歳

（以下）
18歳 19歳

学 校 名

専修学校

分　　校

報

告

者

校 長

統計法に基づく基幹統計調査

―令和６年５月１日現在―
秘

令和６年度　学　校　基　本　調　査 都道府
県番号

学校コード

学校調査票（専修学校）（２－２） 専２
6

見本




